
内
閣
衆
質
一
五
五
第
一
三
号

平
成
十
五
年
一
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
一
月
二
十
一
日
受
領

答

弁

第

一

三

号



衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
。
以
下
「
情
報
公
開
法
」
と
い

う
。
）
第
五
条
第
三
号
の
不
開
示
情
報
に
係
る
「
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
」
に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書
の
開
示
請
求

が
あ
っ
た
場
合
に
情
報
公
開
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
を
行
う
た
め
、
当
該
行
政
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い

る
情
報
を
何
人
に
も
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
御
指
摘
の
各
行
政
機
関
の
秘
密
文
書
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
等
（
以
下
「
秘
密
文
書
取
扱
規
程
等
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
「
国
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
」
等
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
に
お
い
て
、
そ
の

漏
え
い
に
よ
り
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
政
文
書
等
の
秘
密
の
保
全
に
つ
い
て
遺
憾
な
き
を
期
す
る
た
め
、
関
係
者
以
外
に

そ
の
秘
密
を
知
ら
せ
な
い
よ
う
、
当
該
行
政
文
書
等
に
つ
い
て
厳
重
な
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
の
不
開
示
情
報
に
係
る
「
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
」
と
秘
密
文
書
取

扱
規
程
等
に
お
け
る
「
国
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
」
等
と
で
は
、
そ
の
判
断
の
趣
旨
、
目
的
等
を
異
に

一



し
て
お
り
、
一
概
に
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
の
不
開
示
情
報
に
係
る
「
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ

れ
」
と
秘
密
文
書
取
扱
規
程
等
に
お
け
る
「
国
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
」
等
を
一
概
に
比
較
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
秘
密
文
書
取
扱
規
程
等
に
基
づ
い
て
「
国
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
」
等
が
あ
る
も
の
と
し
て

秘
密
に
指
定
さ
れ
る
文
書
は
、
行
政
文
書
の
う
ち
秘
密
保
全
の
観
点
か
ら
厳
重
な
管
理
を
行
う
べ
き
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と

こ
ろ
、
行
政
文
書
の
開
示
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
行
政
文
書
が
秘
密
文
書
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

行
政
文
書
に
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
に
い
う
「
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
」
が
あ
る
情
報
（
以
下
「
情
報
公
開
法

第
五
条
第
三
号
該
当
情
報
」
と
い
う
。
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
該
当
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
行
政
文
書
が
、
秘
密
文
書
取

扱
規
程
等
に
基
づ
い
て
秘
密
に
指
定
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

三
に
つ
い
て

二



国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
第
一
項
又
は
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

五
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
秘
密
」
と
は
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
っ
て
、
他
に
知
ら
れ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
利
益
を
有
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
非
公
知
性
及
び
秘
匿
の
必
要
性
の
二
つ
の
要
素
を
具
備
し
て
い

る
事
実
を
い
う
と
こ
ろ
、
情
報
公
開
法
第
五
条
各
号
の
不
開
示
情
報
が
、
こ
れ
ら
の
「
秘
密
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、

個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三


